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よ
う

。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
厳
い
つ
こ
う
に
磯

ＩＪ
む
‐―
■
　
―――
サ

ま
す
な
配
に
な

っ
て
き
て
、
剣
御
前
小
陸

に
向
か

「
．
■
ψ

キ
ス
リ
ン
グ
雄
髯
負

つ
た
鉢
た

，，■
●
な
曖
―
す
ィ
に

い

　

〔

出
合

い
・
そ

の
た
び
に
」声
Ｌ
か

け
″
み
・つ

，
Ｆ
●
′

　ヽ
．

，―‐‐
ロ

）前
ま
で
米
て
し
よ

っ
た

¨
す
う
に
　
見
な
＝
，
出
バ
ト
●

―
″

い
う
で
は
な

い
か

の
ス
」
訳
り
Ｌ
「―
、

‐―‐
＝

‘
十
１１
　

ル

４
【

山
で
リ
バ
ノ、，
で
ぃ
４］
″

ヽ
　

‐
ヽ
‐‐
＝
‐
　

‐
―
∴

＝
【
●
／

う
と
嗽
う
ン
一　
印

に
Ｌ
ヽ
Ｌ
＝
　
た
　
紗
■
・”

「
／
卜
に
，出
【

つ
て
，
け
論バ
ー
ト
隊
は
嘉
ぴ
議
一韓
着
―‐‐１‥
■
４
く

‥
‘
‘
な

一′
ｔ
．

（
叢

ｌヽｊ
　
餞

〓

ツ
イ
ム
　
な昇
（砂
沢

［

―
１１，
―
櫻
沢
湖
出
機
――

―
■

′
」
．
―
剣

沢
口

・
鶴
～
Ｌ

´
「
Ｉ
御
前
小
曖
Ｌ
　
「■

“
　
‐
―
姜
砂
沢

″
じ

′

（
―‐
一″

☆

●
陶
五
機
機
　
難
綺
々
講

●
六
峰
Ｃ
フ
ェ
ー
ス
無
璃
《
ｔ
ｌ
ト

Ｐ
私
一戸
Ｌ
　
籐

井

簾
日
か
ら
の
Ｌ
計
餃

考
摯
ヽ
■

”
が

●

、
Ｌ

・
■
　
・，

Ｉ

次
離
醸
洪
笙
薔

う
び
・

入
由
議
″
″
た
め
■
ｒ

］

――‐
●
■
で

‐‐‥
フ
ウ

リ

”

‐
′
―

―
唯

ノ‐、
‐

，，
１

‐

　

―‐‐
ｔ
ャ

リ

‐
　

　

‐′
‐

．

Ｆ

‐―
話

―

卜

‐
Ｖ

　

中
　

●

‐‐
胸

　

‐

―

ヽ

１
＝

―

Ｒ

Ｃ

Ｃ

ＩＩ／
１

卜

′
‐

‐―
　

，１
■

　

―

　

‐
―

‐

ｒ

‐
　

「
‐‐‐

‐

絲

ハ

‐

ン

４

′
　

障

／
　

‐
―
‐‐

　

‐，――

‐
　

‐‐
―

ヽ

「
　

　

‐

‐―
　

本

峙

（
に
■

仁

―ｌｆ

ｌ

‐
　

ヽ

中

―

　
　

　
　

　
　

‐

卜

Ｆ

ノ
　

ナ

ーー

，

ｒ

デ

ー
　

　

　

‐

′―

――
　
‐―

―

［
―

―‐
―

引
１

１

‐

‐

占
［

・
］

　

‘―

　

　

　

　

ヽ

り

―

′　
′
…

‐

Ч

′ヽ

∵
　

‐，Ｉ

‐
　

　

，
　

　

　

′
ｒ
　

　

　

‐

　

　

　

ぃ

‐

‐―‐
バ
ー

「
‐
‐
戸
■
ム，
ぃ
　
　
　
，ア‐

′　
　
メリ
　
　
　
　
‐‐
　

‐

ッ
チ

４
”
―‐プ
感
■

パ
晟

く
（
　

瀬̈
接
●
喘
の
■

１

１

¨
　
■・

篤
遷

．
縦
″

澤
ト
ラ
バ
ー

ム
，

確
彙
■

、
ま
ｒ
　

●
Ｉ

′‘，

―

カ
ラ
ｒ

ナ
″
一″

鶴
収
４
●
■

，
■
●

■
，

穫
い

Ｉ

Ｆ
ｉ

　
　
・

″
〓

‘

ン
，

で
●
ノ

，
―
ス
●
”

ヽ
■

■
　
■（
イ
●
１
１

１

１

ム
待

っ
，

ｔ／
響
ら
く
し
ｒ
蒻

●
Ｉ
■

●
■
■
●
●

鳩
彙
″
解
す
●
■
●

な
う
．　
一〓
痒

‐‐，午
１
■
′
，
１

，

Ｉ
∵
（
Ｌ
′―
　
に

，
Ｉ
Ｉ
ス
一〓
奮

、

「

い
い
●

フ
・
―
ス
●
伸
■

■
■

，
４

●
撤
れ
″
´
〆
■

●‥

ゲ
ｔ

Ｌ
＾
哺

．
■
●
●
蒟
〓
■

，
■

た
た

〓
藤

■
‘
鐘
機
革
‘

」
■
綺

ｒ
ｒ
　
′
ふ
●

″
警
導

撃
昨
１‐，
Ｉ
ま
た
。

■

１
■
″

「ｒ
，

Ｉ

●
ｒ
ｌ
ｌ
■
Ｌ
■一
ｒ

，
●
ヂ

，
ト
タ
Ｚ

ぅ

Ｆ
が
、
篠
ス
鰯
嘔
ス
の
幸
屈
で

、
本
隊
ゃ
ハ
サ

．
―
＾
縦

′―
●

■

，
こ
の
後
金
浜
て
覆
■
訥
森
４
石
な
い
”
治

‐●
―

（
松
漁
′

外
〓
―

タ
イ
ム
　
漠
砂
資
３

・
■
―
●，
フ
〓
―
ス
擦
“
●

〓
●
―
■

‐
ｔ

，
ュ
ー
ス
の
政
′

―
“
メ
導

‥
●
Ｉ
“
フ

ー
‐
ス
の
条
Ｌ

′
，
１
１４

，
い
，ヽ′■
■

´
六

０
■

，ｔ′
縣

，
γ
一
‘
４
１

一
嘔
主
劇
滅
）

‐
葉
破
沢
“

・
“

”

蜂
ハ
ツ

ェ
ー
ス

■
驚
■
卜働
”
―
■

″
一量
山
Ｌ
　
上
警

颯

け
雨
び
楼

，
４
‐―――
‐―
‥

一
」
ば
●
Ｉ
　
・●
リ
ー
ー
ー
〈
●
＾
嗜

弊
パ
パ

ー
タ
ィ
ー
ど
藤

，キ

．
栽
嬌
パ

ー
ザ
イ
ー
〓
共

１１
．〓
′
編

書
ス
を
登
う
　
ヽ
ｉ
六
候
バ
鷲
か

，
■
た
め
か
・
Ａ

，
■
―
ス
だ
＝

催
み
パ
ー
テ
イ
ー
策
い
魚
い
。
歌
付

み
に
鼈

八
」

準
，鷲
■
●
な

な
ら
　
さ

っ
と
く
待
・辞
金
な

パ
ク
ツ
イ
タ
，

ま
ず

１
ビ

，
４
′
籟
●
■
ｉ

ｔ
，
”
な
選

―――
が
取
り
■
‘

１
■

〔
７
は
鷲
れ
て
お
り
　
一人
餞
ｔ
す
そ
ｒ
夕

一
事
蕉
●
註
人
う
な

――
．
●
げ
て
綴
念
し
■
の
か
‐‐サ
イ
ル
ー‥――

畔
み
ｒ
●
た
，
な

静

ハ

ー
ケ
ン
に
三

本
月
二

ｒ
ｌ

ザ
・了

‐―′
は
伸
●
い
１１
１
●
）
■
日
Ｈ

●
―
ｌ
ｒ
■

「
――
い
―

・
Ｌ

一”
声

Ｌ
ｒ
●

・
ド
プ
Ｌ
叩
―
　
＝

‘
ヴ
ら

ｔ
，な
伊
１
タ
イ

に
Ｌ
■

膚
〓
ろ
オ
■
″
登

■
　
′
―

焦

●

チ

自
餞
そ
の
凛
餞
■
一野
パ
ーヽ
、
ツ

・，，■
ｌｉｌ
●

，
ｒ
ｌ

カ

ン
チ
■
′
●

ｒ
登
る

ｏ
ス
僕
は
繊
役

む
ｒヽ
　
炊
豊
な
が
ハ
ノ
‘
み

一
〓
■

，

う
か
は
さ
だ
か
で
な
い
‥
や
が

て

■
筏
―‐́，
■
メ
ー
■
ｉｔ′
●
●
‥１１

な
下
か
ら
か
か
り

Ｉ
″
ｒ
ン

，

機
■

‐１１
■
な

，
「
ス
■
い
■

．

一６
隊
ン
チ

ヨ
は
、
（
イ
マ
ン
●
舞

，
二
静
「
■
　
一，
■
■
■
，

ラ

、
そ
の
後

．
上
野
ダ

／
■
／

●
な
フ
ぽ

一
１
１
　
ハ
●

■

‐

ス
の
難
ｒ
ｉ
人
で
立

っ
っ
ス
タ

Ｌ
ン

，

ち
―フーー・１
■
■
′

あ
と
は
，　
Ｃ
フ
ニ
ー
ム
の
知
´
奮
‘

″
●
●
た
―
■
―
〓
　
■

う
藤
丼
．
晨
戸
パ
ー
ザ

・
″
■
●
に

，二

〓
●

　

■
‐
‐
１
■

‐‐
●
”
　
・

，

●
‐、
「・げ

手
′
●
ぽ

「
・
【
■

■
‐
．１
１
■
卜
　
　
・
●
―

う
数
　
少

し
ク
ラ
イ
ム
プ
ク
レ

な
，

う
二
「
ヽ

■
■
り
、
■
●

ザ
イ
ル
な
出

し
て

一
カ

メ
ー
ト
ル
の
ア

・一，ノ″
′■

，
レ
て
ｆ

，
４
，

コ

ーー′
て

し
ば

ら
く
待

っ
た
が
　
Ｃ

フ
■
ｌ
Ｋ
″
パ

Ｉ

Ｉ
ィ

‐
●

斎
わ

承
ず

、
縦
走
勝
な
登

っ
た
り
し
て
い
た
よ
　
ャ
び
て
■
薇

が
■
出
鷲
る
め
た
こ
の

ｌｉ‐
ｉ
ノし′
績
“
り
　
縦
常
場
■
ト
ラ

パ
ー
ス

●
く
逢

え
に
行

つ
た
が

・
本
歓

は
す
で
に
麟
場

Ｌ
た
晨
千
【
●

か
下

の
ん

の
轄
・Ｘ
書管
に
タ
ム
●
●
て
い
だ

二
‘
●
撼
一一日
本
離
〓

同
角
動

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
　
ψ
”
明

）

ν
イ
ム
　
・ｒ
フ
ト
３
１
い
Ｉ
Ｌ
Ｘ
オ
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ド
・
‐―‐―‐
―
「
‥
‐――
―



Ａ
リ
ェ
ー
ス
欧
付
歳
０

・
Ｉ

～
Ｉ
Ｉ
Ａ
フ

．
‥
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ガ
″
　
．
一

〇
一（
麟
Ｃ

フ

■
―
ス
賞
（）
●

サｔ／
１
■

Ｐ
六
野
ｔ
　́
野
村

基
綴
の
感
海
て
準
饉
し
た
権

・

一
員
シ
一
・

イ
■
卜
■
・
―

静
う
な
に
こ
り
っ
さ

バ
ン
ド
に
覇
う
―

ア
ン
デ

イ
レ
ン
し
て
壕
ｔ

＼
争

，ＦＩ
■
　
轟

‘
”
―
卜
　
・
〓
サ‐

が
笑
数
で
芦
な
か
け
て
く
ｒ
た
っ

Ｉ
反
下
っ
て
か
ら
ヌ
登

う

、
し
い
‥，
少
な
争

■
●

―
一
■

‘
だ
か

く
■
ピ
ン
タ
ζ
チ

，
■

，
１１１‐
一
ヽ
　

十一
■

●
●
■

●
〓

こ
こ
か
ら
は
二
級
■
″
μ
′，‐
　

●

「′

‐̈
　

‐
―

［
　

‐

さ

い

・
ｒ
一天
腎
Ｌ
＝
″
■１
１

リ

ッ
プ

お
た
■
姿
り
（
日
‐
ハ一
　
―
ム

か
，

，１
「
―ヽ‐
―ｌｌ‐
，■
・

で

順
五
登
り
直
し
≡
特

二
つ
目
の
ク
レ
■
ン
７
　
‐
―，
■

●
イ
′‐
■
［
■

‐
―

卜
■
―――，
ハ

く
な
う

。
糠
“
濃
【
な
　
オ
一濯

っ
た
が
　

，
Ｌ
［
．
　
■
●
〓
‘
″

で
し
ま

っ
た
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一人
野
‘
が

，
た
ニ
ア
■
ι
ｒ

，
‐
■
■
″
■
■
燿

月
驚
ｔ
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が

，ｉ
ｔ

先

の
厳
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決
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も
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ル
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■
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し
●
絆

・
１・・ｔ，
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Ｌ
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．
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．
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．
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．
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社
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ｆヽ
　
ター
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ヽ
”
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〓
た
ま
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―
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■
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‐

僣

“
●
″
不
絲
ｔ

，
／
■
●

，
―
‥
二

●
１
●
１

●
■
ス

，
，
―

叶

一
打

朴

．

た

―

　

め

―
――

‐

占

ハ
■

ｈ

十

一
ル

‐

夕

　

　

‐

―

ハ

■

●

‐

い
た
ヽ

ｌｌ
ス
常
」

ｔ

‥―

　́
　
　
　
　
　
　
一
略

――

　

―
，

ツ

ー
ム

　

い

‐

―

―

――‐‥

――
●

い
　

　

―

‐

‐
　

　

¨

ご
■
ズ
郷
（

，
本
蜂

Ｐ
本
派

搬
越
心
で

一
購
僣
澪

●
こ
驚
わ
れ
た
が
　
麟
，ｔ
縁

・‘
薔

―‐
‐‐

ん
だ

々
当
初
の
予
定
ｔ
義
羨
し
て
平
減
な
で
豪
な
く
接
大
部

「

え
登
う
ｉｌ
と

に
な

，
■
が
　
嬌％
４

，
い
Ｌ
ス
ル
●
■
魏
”
■
▼

Ｌ
）
し
た

。
‐渡
曇
で
お
々
小
が

■
∴
Ｉ
・
〓

，
■
争
―
●
響
童
や
′ヽ
―
一
‐′

て
進
ま
ず

・
Ｉ
客
菫
上
げ
う
度
に

，
（
〓

―‐，
●
４
く
‘
・
■
ん

で
も
蒸
い
だ
け
な
の
で
歩

い
て
ｔ′
、
う
万
ぶ

‥１１１
一
，
議
摩
な
な
′

た
藤
か
ら
ズ
第
に
優
斜
な
さ
つ
く
な
り
κ
」
ズ
ル
し
券
“

″
″

で

，
●
度
議
ア
イ
グ

レ

、
ビ
ッ
ケ
ル
の
二
本
■
で
だ
ツ
イ

ツ
議

る
こ
／
一に
づ
ぅ
″
す
る
こ
幾
轟

，

く
撃
Ｘ
な
表
け
――
〓

畿
藤
ご

す
ぐ
イ
こ
だ
こ
い
う
０
●

■
つ
●
〓
教
彙
―‐，
，
■
紋
（

Ｘ
義
〓

燻
っ
て
衝
＜
ご
山
礁
Ｌ
な

い
た
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の
清
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絆
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ｔ
●

４
↑
不
満

．
Ｔ
り
麟
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静
卜
●
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′
■
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―
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／

１
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ア
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麟
凛
‐
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卜
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―
　
‐

１
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プ
＝
で
筵
の
パ
ー

，
●

‐
●
合
ｔ
ｉ∵

着
烙
停
■―‥
こ
ア
ー
′
ｌ
ｔ
ｌ

ド
の
麒
警
壼
し
た
。
機
め
て
み
ダ
■
饉
―
ド
は
　
グ
リ

ピ
ー
ド

し
て
い
る
よ
り
．潜
・落
一し
て
…
′
、
う
な
（

，一
携
だ

っ
た
け
ｒ
●
　
）
罐

り
‘
て
も
菫
白
ひ
っ
〓
‘
　

　

　

　

　

　

（
二難

帳
脅

）

タ
イ
ム
　
葉
砂
沢
〓
　
“
‐
９
　
′ヽ
・
′”
，
Ｌ
ｌ

，
１
■
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●
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タ
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―
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“
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“
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‐
五
ｉ
（
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購
り
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」
・
■
‐

真
砂
沢
応
・
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）
（
颯
（
醸
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″
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曲
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手

フ
イ
警
夫
テ
ム
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Ｐ
鷹
一
井
　
稽
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野

●
，

パ

ソ
ド

わ
ク
ラ
ン
フ

″
落

井
　
絲
一″
　
―
苺

近
巌
暮
な
う
舞

う
Ｉ

′
な

一」

上
部
ぶ
畿
み
十
江
舞

４
〓
■

え
な

い

ｏ
第
自
の
よ
う
に
虜

れ
て
ほ
ｔ
′
い
●
麟
い
■
■
，
　
ｔ
資

の
李
一り
に
な
か
ス
リ

敷
縛
子
嬌

て
個
人
雄

へ
わ
斑
準
″
六
野
た

う
こ
葵
篠
　

，
一の
よ
よ

の
ス
繊
だ

っ
た
ろ
が

る
準
ほ
す
る
ウ

中
央

ケ
ム
ニ
ー
の
取
付
■

へ
葛
く
ン
ー

僕
た
ゎ
な
最
初
＾
バ

ー

″
―
●
ゎ

′
た
‘
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共
ハ

／１、
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′
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山

／、
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ぼ
な
い
が
　
一間
の
隋
う
林
千
餞
全
こ
な
い
″
三
二
で
　
光
五

新
村
ル

ー
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の
攀

着
　
叢

ｔｌｌ
‘
颯

●
■
．
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穿
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ツ
プ
で
登
率
獲
感

・
水
島
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鞭
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落
ｔ
●
ｔ
彦

〓
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Ｉ
ず

り
、
薄

っ
た
ょ

ぅ
Ｌ
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ひ
磯

伊
燿
政
な
い
。
■
人
パ
ー
タ

ィ
な

の
で
な
か
な
か
順
奪
ぶ
来
為
い
う
ち
一仁
　
綺
一の

■
パ
ー
テ

ィ
が

取
付
無

へ
難
一ま

，
て
来
た

´
や

フ
と
な
が
来
て
修

，
‘
豫

う
と

、
な
ろ
慮
ご
澪
れ
て
い
ｒ
登

り
に
イ
‐
′
―
を
御
年
か

，
用
に
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薄
一登

っ
て

い
う
が
、
あ
れ
こ
ん
な
こ
こ
う
あ

っ
た
か
む

・
Ｌ
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１
ご

つ
Ｌ
こ
う
し
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Ｃ
確
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■

■
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ン
ド
ま
で
は
洛

層
レ
」
き
う
ち

て

孵
，

暉
リ
リ
す
夕

■
■
●
●
■

ザ

イ
ル
が
者

に
こ
う

れ
そ
う
な
ど
〓
‘

ｔ
，１‐

　

―

す
で
に
寄

っ
て
偽

‐
‥

て
い
〓
総
メ
ー
〓
静

，
キ
■

一

，
■
Ｉ

合
流

。
休
憩

し
て
い
う
●
Ｉ
‘
●

●
”
‘
】

（
嬌

―
■

４
■

で
て
金
異
稜
一
は
ず
し
　

一
睛
亀
鷲

１

■
●

１
●
■

１
■

，
崇

）

灌

中

薇
鞣
こ
　
”躾
■

‐
ク
■
・

〓
■
Ｌ
■
一
●

―

―

遠
山
た
ち
が

生
パ
ー′
■
４
等
う
■

●
ず

，
１

”
●
●

，
■
　
Ｌ

り
鵡
め
て
苅
び
“
１１
４
づ

―
ム
■
＝

―
　

　

十
　

・４ｔ

ｌ
■
一
´

パ
ー
テ
ィ
が
な
い
な
か
進

ん
で

―
１１
■

‐‐
　

一”
４
ザ
Ｌ
■
¨
●

ｌＪ
ａ

っ
た
顔
　
や

っ
こ
曖
蕎

び
ま
う
・
■
―

‐
■
●
―

●

・

は
ず
し
イ
幅

の
囀

争
　
賊
鸞
“
●
●

‐‐
″　
』

‐

〓
」
′

■
ん
中
Ｃ
碓
沢
し
Ｃ

い
“
綺
ｒ

ｔ
ｌ
叫

Ｈ

「Ｌ
　
、―

〓
―‐１‐

攣
げ
て
い
う
ま

に
う

つ
″

じ
ク
ラ
ツ
ク
の
離
中

，

プ
ス
で
■

卍
ら
れ

］，
―
ン
襴
　
ド

‐

点

ま
で

一
気

ｒ
藤
丼
が
び
り
　
Ｌ
■
　
私
ｎ

‐，，
山
Ｆ
ｌ
ｒ
　

ト

い

っ
た
登
攣
Ｂ
や
「ｒ

終

了
す
■

′
諄
ネ

し
い
Ｌ
け
遠
一
川

′

た
●
　
漱
げ

し
い
雨

に
全
豪
瞬
娯
の
中
政
■
潟
う
―′ヽ
　
な

い
，

山
瀬
贅
ず

っ
か

り
議
ム
の
中
で
視
舞
綱
全
く
さ
か
■
い
。
数

／

１
ト
ル
先
ｔ
見
え
夕
　
た
角
バ
ー

，
ｆ
″
姿
任
■
■

１‐―
■

，
１

で

し
ま
う

´
籠
鋳
な

籟
り
Ｌ
下
山
す
‘
μ
　
難
矢

●
‘〓
Ｌ
二
い

迷
路
の
よ
う
な
准

経
群
の
機

へ
八

つ
て
し
よ
う
ｏ
松
一層
が
な
三

ｔレ
て
轟
一４

き
な
し
て
く
れ
る
が

機
け
う
子
が
出
ま
ず

、
■
・，

一

熊
元
の
位
機

へ
ｔ
を
っ
半
ｒ
事
‘，

後
か
ら
機

っ
て
き
た
子
衆

人
が
パ
ー

，
‘
Ｌ
噸

●
れ
´
う
●

縛
の
議

饉
機
‐
′
‐
　

一
鱗

三
二
げ
）
な
い
０
こ
惑

，
■

一
碁

競
初

の
難

で
あ

っ
た
っ
縦

雌
路
ｔ
が

り
閉

っ
て
避

ノ
谷
乗
紹

へ
Ｌ
で

下
１１
間
に

・　
一
（
麟

二
ふ
分
　

や

っ
ン
一卒
隊
ど
一交
饉

パ
〓
れ
た

．

櫛
と
ん
な
に
店
配
し
て

い
う
準
だ

，

ル
　
″
ぼ

つ
と
や
　
＝

‐１１１

な
い
こ
■
●
」
・
一れ
ヽ
と

も
播
「
争

―、１‥
ご
二
■
■
ヽ
ホ
れ
た
■
●
ゎ
り

バ
た
く
懸
・，

一
麟
で
あ

，
一‘‥́
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

長
ス
郎

山
一人

―ヽ
ハ
，
て
間
ｔン
な

―
哺

●
●
い
　

ヽ
ン
ト

′
／

ソ
″
の
小
格
ｍ
●
蔵
糸

●
ハ
ｉｆ，
．
思
間̈

に
■
い
に
ヽ
バ

‐
，‐――
［

・ｒ　
‐―

］‐

／
／
た
．月
，
―
■
　
●
い
た
―
　
　
一
由
●

■
■
中

“
沢

、ヽ
州
ｒ
「
。
卍
岬
」
Ｃ
い
＜

・
――

‐‐
ｈ
出
　
バ
時

に
Ｆ
ｒ

＝

公
、
４
υ

■

Ч
は
＝
く
Ｌ
衆

●
判
断
●
――――
↑

，
に
仁
―‐
ル
六
治

に
「
ヘ

な
　
嘲
雨
の
中
で
の

　

一
ム
詩
円

―‘”．も
お
よ
〓
仁
職
Ｌ
＝

一■

拘
ら
ず

五
人
ど
■
下

，
ヽ
ハ
チ
４
率

（
／一
　
嬌
後

■
■
ふ
力
■
■

し
て
「
鋤
一

，」
た
事
】
）
（
〕
″
みヽ

つ
″
，
レ
　

（
一粋
丼
　
薇細

）

７
イ
ム
　
善
秒
一【
ヽ
了

講

‐
●
議
馬

●
．　
一，
，
十

費
イ
／
ム

●

０
チ
ン
ネ

北
采

・
驚
■１
，ｔ′
―
●

Ｐ
松
一声
Ｌ
　
遠
山

十
六
チ

ム
ニ
ー
取
付

‘
‥―
り

，

Ｉ
′
●
―
・
　
嘉
■
メ

，
ζ

■

こ
北
条

Ｉ
難
莉
ル
ー
ト
の
承
“
魚
‥‐‥‥
颯

■
．
■
戸
ト
ァ

ツ
ｒ
●

の
カ
ン
テ
な
登
う

ｏ　
一
●
末
薇
な
■
在
■
ノ
■

，
，

ｒ
〓
‥・プ
．

再
び
ガ
ン
テ
に
も
と

っ
た

こ
■
■
●
″
〓
〓
ノ
〓
孵
●

Ｉ

Ｉ
一

，

チ
ロ
は
カ
ン
チ
が
う
オ
ー
バ
′
ハ
ン
グ

〓
■
■
　
・
●

，１１‐ｌ
ｌ
ｙ

，

〓
■
た
に
来
畷
づ
ぃ
ウ
々
●
」

〓

∴
‐
一
‐
・
　

【

‘
・
・　
′―‐
――

し
　
回
衛

に
入

っ
た
所
で
魔
閉
う
。
後
は
ん

‐ｌ

ｔ

ｉ

―^
■
穴

バ
ン
ド
に
達
び
ろ
ｏ

タ
イ
ム
　
承
付
――
三
”
―
事
実
●
ン
ド
嬌
・”

０
■
バ
ン
ド
～
わ
ク
ラ
ツ
ク

Ｐ
議

山
　
爆
轟

繊
一、
の
中
ｔ
福
認́
ト
ッ
チ
で
中
来
バ
ン
ド
●
―、
ラ
バ

ー
ス
●

ら

■
“
”
バ
ー
テ
ｆ
が
一，靖

，
て
い
０
あ
′
―

一趨
島
は
―‐‥‐ｔ‐
ク
ラ

ツ

ク
適
下
で
身

魏
〓
■

，
な
い
，
体
は
や
え

，
二

て
し
■

■
１
つ

鷹
は
■
山
本
―

ゥ
ノ
´
．れ

，
ｒ
上‐，，
ク
ラ
ン
フ
た
０
イ，１

′′‘
‐，；

フ
Ｌ
逸

っ
て
雨
ケ
瀬

ι
■
●

Ｌ
，

■
■
“
べ
り
｝
■

●

Ｉ
ｔ
●

考
ン

テ
ド
機
た
所
で
Ｌ
開
Ｈ
，

一綺
嵐

ト
ウ
ツ
●

チ
レ
ふ
″
颯
■

ふ
う

´
樽

し
い
が
は

″
‘
″
・
・―

′
　

　

´
凄

山
　
凝

一

ν
イ
ム
　
〕
火
言
ン
ド
４
・
■
―

，
／
■
鯨
■
　
一〓

●
亀
人
地

Ｐ
ス
呼

Ｌ
　
畜

藤
　
野
村
　
姜
崎
　
‘弾
　
♯
・瞬

↓
機
ｔ
Ｖ^
　
〓

独́
”

‥１‐．‥
〓
す
Ｆ，
■

，
■
１‐‐́１
●
ｔ
ｔｌ
ケ
撲
〓

〓

あ

う
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∴
肢
〓
■

ヽ
ヽ
・・́ギ

■
ｒ
●
■
藤

務
■
″
姜
　
糀
構
●
晨
ザ
●
■
一　
一

に
Λ
■
１
■
嘔
Ｘ
Ｌ
卜
ｔり
に
一
間

に
●
　
―
　
一■

，
産
牛
ヽ
′
〓
町

〓

．́

●―

奪
り
膨
一う
の
ヽ
■
●
１

，
レ
“

わ
●
い
う
■
共
上
〓
券
イ
■
●

‐
，
Ｉ
な
う
が

、
な
な
リ
ボ

鵞

が
箪
′
■

，
―
ノ
〓
う
―
‐，
こ
競
↑

．
‐１、

づ
瞬
Ｘ
が
左
ひ
う
人

三
て、
く
う
所

‘
正
鮎
み
だ
練
〓
／
●

■
１
‐‐

■
■
で
受
ｔ
鱗
め
て

い
る
）
と

・
職
う
事
Ｌ
藪

ゲ
準
イ
凄

，
こ
〓

て
い
る
の
が
わ
か
る

ｏ
登
り
壌
め
て
糠
も
な
アヽ
　
卑̈
″
走

Ｌ
一

鉾
り
出

し
１
由
真
晰

請
と
な
う

´

し
（
ｔ
　́
・
み

雨
も
Ｌ
（
＾

ヒ
納
ん

で

い
る
っ
ら
に
小
や
み

‐ｔ
（

．
に

ゅ　
・・の
ｒ

一　
●
”
Ｆ

で
あ
●

‐‐り
な
く
平

の
也

”
鮮
Ｌ
市
イ，
ｒ
＝
洋

ド
ヽ
幕

が

一
憔
●

■
に

‐‐――
で
“

∵
Ｃ
り
に
静
■
呵
ふ

た

，
√
い
，∵

岨
マ
´
ｔ
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―
敢
“

●

　
■

―
び

難

臨

甦

１１
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■

‐
響
夫
ド
‐１／
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了

峰
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あ
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池

ノ
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越
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一
１／
１
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／
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■
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六
こ
う
だ

」
ｏ
・
て
十
湾繰

，
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檸
継

ｒ
●
事

，
■
■

人
率

■
■

い
て
荷

物
４
´

，
ｔｌ
て
い
る
〓
■
紙
り
〓
し
Ｌ
●
４
　
ん
４
■

，
“
，

′ヽ，
Ｆ
〓
〓
Ｌ
線

一
４
‐Ｉ
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
着
藤
　
一Ｉ
Ｉ
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タ
イ
ム
　
菫
秒
沢
一■

‥
わ

‐
核
ズ
都
議
（
ｌｉ
「
　
一”

∴
≡

≡

‘
藁
ケ
沢
峰
″”

●
象
砂
沢
藩

彗
他
―
薫
蓼
プ
ム

Ｐ
糠

薄
Ｌ
　
鶴
畠

藤

井

Ｉ
機
麗
わ

二
多
獄
（
隊
よ
↓
≡

澤
ｔ
●
―
■
１

１

幾
ぼ
磁
び

数

っ
て
い
た
バ
，

喜
■
ふ
ず
Ｌ

ｒ

，
ｒ
ゃ
″

ピ
ツ
チ
圏

で
雨
員
着
瞬
■
ぅ

ハ
ー
■
■
ポ
組

―
夕
継
り
【
●

＝

り
返
る
／
１
　
ハ
峰

マ
イ

ナ
ー
く
●
“―
ど
輝
■

‐ｌｔ‐Ｉ
ｔ

ｉ
ィ
１１１１
だ

ス
が
か
が

つ
て
お
り
　
（
．綸
箕
な
■
■
だ
″

小
辣
“
ｒ
午

ｔ
ｔ

い
る
が
気
ボ
が
り
だ

つ

轟
島

饉
癖

環
．ω
無

ヽ
ぬ
う
し
て

，
■
●
■
一　
マ

■

、
ｘ
イ

う

け
で
あ
り

∴
熟
く
て
た
よ
ぅ
な
ぃ
。
メ

丼

卜
は
鷺

ぃ
が
　
ノ

，

リ
ノ
タ
リ
Ｌ
下
崎
さ
せ
て

も
ら
■

‘

内
蔵

ノ
勲

平
の
小
沢
で
触
守

――、
く

κ
●

ぃ
か
に
し
下
山
”
気

ハ

ゎ
樵

い
内
蔵

／
助

谷
翁
い
の
ド
ｔ，メ
し
　
や
が

く
驚
部
小
賓
こ

合
し
・
丸
山
魚
童
の
オ

ー
バ

ー

ハ
ン
グ

じ
め
そ
――‐，
し
た
囃
Ｌ
兒

こ
れ
る
ｏ

や

つ
と
覇
顎
し
た

・
鷲
響
プ
‘ヽ
は
す
〓
い
紋
な
。
水
Ｌ
ボ
警

」
漱
し
い
慧

い
な

し
Ｆ
ｉ

対
鮮

命
ヴ
グ
ず
グ
諾
り
に

一
汗
ザ
さ

ダ
ム
上

に
種

い
た
う
、
心
ん
〓

ｔ
・っ
千
後

■
藤
で
あ

っ
た

″

（
機
潔
　
瘍
κ

）

ツ
イ
ム
　
縦
彰

燿
７

´
め
―

ハ
シ
ゴ

が
策
運
ｏ
Ｊ　
“

‐
鶴
鰊

／
麟
平
Ю

・
為
‘
諦
―
颯
隣
γ
ム
Ｌ
・
領

☆

ブ、
月
ハ
慇
御
　
機
幾

０
下
山
　
要

移
沢
―
緊
魯
ダ
ム

頓
〓

ほ
喘
弊
め
て
ポ
か
り
い
●
昨
顧
ま
で
‘
遵

′
■
‐

今
綺

は
囃
さ
Ｌ
義

，■
鷲
わ
―――‐ｉ
Ｃ
ハ
Ｌ
●‥．
ま
で
わ
■
，
バ
メ
轟

．
紫
繊
噂

の
資
整
が
概
油
ｌｔ
な
が

っ
て
い
４
‐
子
ス
雑
よ
そ
Ｌ
　
載
々
Ｌ

鞘
金
役
さ

つ
せ
く
旅
転
ｉｔ
〔
ゲ

，
・号

令
刑
小
ぶ
ち

た
も
の
の

鷲
中
の
キ
ス
リ
ン
グ
麟
術
晨
か
一藍
〓
く
感

げ
らヽ
れ
う
ｏ

ハ
シ
ゴ

谷
一紫
越
で
最
後
の
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な
難
嗜
る
剣
に
馴
挙
〓
越

し
み
　
あ
と
は

ひ
ｔ

，
っ
照
曜
タ
ム
機
密
慾
し
て
歩
く
０
み
っ

「
山
よ
さ
ま
な
ら
■

ご
さ
ヴ
ん
よ
う
し
ゅ
う

…
…

Ｌ
制
の
あ

の
歓
は
、
多
分
山

―ＩＩ
４
＜
皮

雨
に
降
う
れ
て
い
う
は
よ
列

′
に

-1´ ;― 一

競
続
の
男
性
和
な
畑
の
山

）
Ｌ
あ

■
■
　
●
■
ふ
■
が
■
■
■

の
態
ば
を
わ
う
か
な
魔
Ｌ
●
童
群
　
女

Ｌ
み

，
，

■
‘
麟
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